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岡
山
県
支
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支
部
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原 

田
　
忠 

文

新
春
を
お
迎
え
し
て

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
は
役
員
の

皆
様
を
は
じ
め
会
員
の
方
々
に

色
々
な
面
で
お
世
話
に
成
り
ま
し

た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

支
部
運
営
は
と
て
も
年
間
行
事

が
多
く
、
気
の
抜
け
な
い
毎
日
で

す
が
、
担
当
の
部
所
を
把
握
し
て

奉
仕
の
精
神
を
全
面
に
打
ち
出

し
、
役
員
事
務
職
員
一
同
駆
け

回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま

す
。

　

二
十
七
年
七
月
よ
り
長
年
据
え

置
か
れ
た
検
定
受
験
料
の
改
正

（
値
上
げ
）
を
つ
い
に
断
行
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
受
験
者
数

が
下
降
し
な
け
れ
ば
と
、
気
を
揉

ん
で
お
り
ま
す
。
受
験
料
の
支

部
・
地
区
へ
の
配
分
は
今
ま
で
よ

り
四
％
・
三
％
ア
ッ
プ
の
予
定
で

す
が
、
受
験
者
数
を
減
ら
さ
な
い

努
力
が
全
会
員
に
行
き
渡
り
、
実

行
と
行
動
が
伴
い
ま
す
よ
う
祈
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。

　

昨
年
記
憶
の
新
し
い
事
柄
で

は
、
ち
び
っ
子
大
会
の
参
加
者
増

員
と
全
日
本
通
信
競
技
施
行
地
区

の
増
加
も
よ
い
傾
向
と
し
て
、
と

て
も
嬉
し
く
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
部
長
就
任
時
に
掲
げ
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
・
受
験
者
増
加
・
年
間

行
事
に
全
員
参
加
・
締
切
期
限
厳

守
・
支
部
の
和
を
図
る　

な
ど
な

ど
提
言
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今

一
つ
の
感
が
拭
い
さ
れ
ま
せ
ん
。

本
年
も
僅
か
で
も
目
標
達
成
に
向

け
て
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ

う
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

二
〇
一
五
年　

元
旦

　そろばん出前授業は11月早々から始まった。厳
しい寒さが容赦なく講師を襲う。
　教室ではそろばんの用意をして楽しみに待って
くれているのは、どこの小学校も同じだ。最近は
４年生のそろばん授業も要望される。
　岡山市の小学校では平均一クラス36人で二クラ
スから六クラスだ。そろばん塾へ通っている児童
はークラス平均３人くらいしかいないので寂しく思う。各クラスに講師は二名入って指
導しているが、現職の先生方に協力していただくよう打ち合わせの時にお願いしている

　出前授業は、いつも児童には喜ばれ小
学校側からは感謝される。できるだけ小
学校の要望に応えてはいるが限度がある
出前授業の日時がどうしても重なるのだ
ボランティア講師の人数も限られている
毎年大変な思いをするのが現状だ。
� 広報部　西中

平成26年度ボランティア派遣小学校
全珠連岡山県支部派遣分＜11月14日㈮締切＞

日　商：46校 3,125名
全珠連：67校 4,325名

河　　辺 37
横　　井 144
三　　谷 11
御 津 南 22
津　　島 136
行　　幸 57
御　　南 139
平　　井 112
上 竹 荘 7
妹　　尾 101
喬　　松 11
御　　野 93
芳泉ひばり 216
弥　　生 109
上 水 田 14 16
小　　田 10 13
美 作 北 50
旭　　操 59
牛 窓 西 12
幸　　島 16
曽　　根 26 31
大　　原 33
箕　　島 37

陵　　南 61
矢　　掛 31
邑　　久 109
鹿　　田 130
桜 が 丘 57 55
大　　元 173
茶 屋 町 209
鏡野町立南 39
福　　田 107
本　　郷 10
加　　茂 26 37
土　　居 13
城 東 台 50
勝　　山 37
勝 間 田 77
高　　島 142
江　　見 33
井　　原 33
旭　　竜 31
広　　野 17
国　　府 38
南　　輝 75
西 208

牛 窓 北 16 9
美　　川 9
富　　山 120
津 山 西 36 38
成　　名 18 17
中　　山 116
石　　相 20
思　　誠 69
岡　　南 65
美作第一 36
大　　野 29 18
伊　　島 124
和　　気 13
灘　　崎 40
胸　　上 15
玉　　原 40
宇　　野 23
本　　荘 56
落　　合 21 31
神　　代 6 5
新　　野 25

小学校名 児童数
３年生 ４年生 小学校名 児童数

３年生 ４年生 小学校名 児童数
３年生 ４年生

臨 時 総 会 開 催
日時　平成27年２月15日（日）
　　　10時～11時10分
場所　岡山県珠算会館

検定試験委嘱講習会開催
日時　平成27年２月15日（日）
　　　11時20分～14時30分
場所　岡山県珠算会館
講師　検定部長　落合正治

平成27年度　岡山県珠算競技大会
兼中国五県珠算選手権大会予選開催

日時　平成27年4月26日（日）
会場　岡山県生涯学習センター
申込締切日　平成27年３月23日（月）
★多数参加してください
★ 練習プリントは支部に注文してく
ださい

全日本通信珠算競技大会岡山県大会成績および順位（平成26年度）

小学校４年生以下の部
順位 氏　　名 得点 地区名
１ 市　川　祐　実 1160 邑久
２ 藤　元　羽　子 1140 岡山
２ 小　林　花　菜 1140 吉備
４ 藤　井　宏　夢 1080 吉備
４ 阿　部　　　恵 1080 吉備
４ 三　宅　那　実 1080 高梁
７ 田　中　那　奈 1060 邑久
８ 橋　本　佳　樹 1000 吉備

順位 氏　　名 得点 地区名
９ 常　久　美　咲 980 東備
10 三　宅　那　奈 960 岡山
11 長　尾　健　汰 950 吉備
11 山　下　智　也 950 岡山
13 松　本　武　晃 910 岡山
14 植　田　　　海 880 美作
15 田　中　愛　結 860 岡山

小学校の部
順位 氏　　名 得点 地区名
１ 太　田　涼　聖 1550 吉備
２ 楽　善　奏　紀 1430 邑久
３ 井　上　未　久 1330 美作
３ 橋　目　咲　季 1330 東備
５ 平　口　敦　詞 1320 吉備
６ 大　井　なつみ 1270 東備
７ 永　瀬　心　乃 1250 岡山
８ 利　守　里　香 1180 東備

順位 氏　　名 得点 地区名
９ 山　下　　　茜 1170 岡山
10 古　角　遥　香 1140 矢掛
11 安　信　康　心 1120 吉備
12 佐　藤　七　菜 1070 備南
13 下　山　　　颯 1060 井原
13 小　山　夏　実 1060 東備
15 花　川　美　幸 1050 矢掛
15 赤　木　蓮央奈 1050 矢掛

中学校の部
順位 氏　　名 得点 地区名
１ 石　黒　千　恵 1840 吉備
２ 小　椋　万梨乃 1480 東備
３ 磯　山　雄　希 1470 備南
４ 清　水　咲　蘭 1420 吉備
５ 橋　目　菜　央 1390 東備

順位 氏　　名 得点 地区名
６ 伊　藤　聡　志 1380 備南
７ 右　手　彩　花 1370 吉備
８ 植　田　青　空 1250 美作
９ 中　村　　　葵 1190 矢掛
10 中　川　雄　貴 1180 吉備

　

去
る
平
成
二
十
六
年
十
月
十
九
日

（
日
）
に
全
国
で
一
斉
に
実
施
さ
れ

た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

全
国
大
会
の
部

４
年
生
以
下
の
部
（
団
体
）

　

61
位　

岡
山
市
立
福
田
小
学
校

中
学
校
の
部
（
個
人
）

　

88
位　

石　

黒　

千　

恵

　
　
　
　

岡
山
市
立
芳
田
中
学
校

高
等
学
校
の
部
（
個
人
）

　

22
位　

廣　

石　

佳　

穂

　
　
　
　
岡
山
県
立
岡
山
芳
泉
高
等
学
校

岡山県大会の部

高校・一般の部
順位 氏　　名 得点 地区名
１ 廣　石　佳　穂 1930 吉備
２ 中　川　智　晴 1790 吉備

順位 氏　　名 得点 地区名
３ 石　黒　由　起 1520 吉備
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平成26年優良生徒表彰式典
日時　平成27年２月22日（日）
　　　各地区開催
★詳細は支部へおたずねください

第61回全国珠算研究集会ご案内
日時　平成27年３月29日（日）
会場　鹿児島県「鹿児島市民文化ホール」

備南地区
TOIDAパッソロスクール
中１　伊藤　聡志

岡山県ちびっ子そろばん大会開催
主催　公益社団法人　全国珠算教育連盟岡山県支部

第
三
六
三
回
・
第
三
六
四
回
準
参
段
以
上
検
定
昇
段
者

合
格
お
め
で
と
う
‼

第
三
六
三
回
（
珠
算
）

　

九
段　

尾
島　

圭
祐
（
吉
備
）

　

七
段　

太
田　

涼
聖
（
吉
備
）

　

五
段　

右
手　

彩
花
（
吉
備
）

　
　
　
　

清
水　

咲
蘭
（
吉
備
）

　

四
段　

難
波　

智
尋
（
備
南
）

　
　
　
　

原　
　

成
美
（
岡
山
）

　
　
　
　

藤
井　

美
有
（
岡
山
）

　
　
　
　

益
田　

朱
莉
（
美
作
）

　
　
　
　

行
藤　

綾
桂
（
吉
備
）

準
四
段　

大
島　

尚
暉
（
岡
山
）

　

参
段　

大
本　

哲
平
（
岡
山
）

　
　
　
　

武
並　

晴
香
（
高
梁
）

　
　
　
　

丹
生　

敬
友
（
岡
山
）

　
　
　
　

関　
　

智
加
（
美
咲
）

　
　
　
　

平
口　

敦
詞
（
吉
備
）

　
　
　
　

安
信　

康
心
（
吉
備
）

準
参
段　

八
幡　

澪
里
（
岡
山
）

　
　
　
　

坂
川　

美
咲
（
岡
山
）

　
　
　
　

樋
口　

愛
梨
（
岡
山
）

　
　
　
　

中
濱　

亜
美
（
備
南
）

　
　
　
　

笹
田　

真
衣
（
高
梁
）

第
三
六
三
回
（
暗
算
）

　

五
段　

赤
木　

隆
太
（
岡
山
）

　
　
　
　

浅
図　
　

雅
（
美
咲
）

　

四
段　

甲
元　

里
菜
（
美
咲
）

　
　
　
　

武
並　

晴
香
（
高
梁
）

　
　
　
　

横
山　

明
樹
（
備
南
）

　
　
　
　

田
中　

那
奈
（
邑
久
）

準
四
段　

山
崎　

香
奈
（
美
咲
）

　
　
　
　

柏
井　

駿
介
（
岡
山
）

第
三
六
四
回
（
珠
算
）

　

六
段　

磯
山　

雄
希
（
備
南
）

　
　
　
　

右
手　

彩
花
（
吉
備
）

　
　
　
　

清
水　

咲
蘭
（
吉
備
）

　

四
段　

利
守　

里
香
（
東
備
）

　
　
　
　

永
瀬　

心
乃
（
岡
山
）

　
　
　
　

藤
野　

友
美
（
新
見
）

　

年
も
明
け
、
寒
い
こ
の
季
節
、
珠

算
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
が
お
忙
し

く
な
る
頃
に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
生

方
体
調
を
崩
さ
れ
な
い
様
、
お
気
を

付
け
て
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
せ
。
昨

年
は
各
地
で
多
く
の
災
害
が
起
こ
り

ま
し
た
。
何
事
も
な
い
幸
せ
な
一
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

 

（
Ｍ
・
Ｎ
）

編
集
後
記

退

会

者

平
成
二
十
六
年
十
二
月

　

吉
備
地
区

　

 

萩
原　

香
里

新

入

会

員

　

美
作
地
区

　

美
作
地
区

片岡つや子
（昭和24年生）

赤堀由美子
（昭和25年生）

競技部長　平上　博　
　岡山県ちびっ子そろばん大会が平成26年11月１日（土）に岡山県生涯学習センターに於
いて開催されました。
　しかしながら、当初の大会予定日は、10月13日（祝日）でありましたが、残念ながら巨
大台風の襲来。競技部も慎重審議を重ねました。最終的には選手、児童の安心、安全第ーを
考えた時、責任が取れない事態に陥る可能性があり、止む無く延期開催の決断を下す運びと
なりました。関係選手、会員の先生、保護者の方に大変なご迷惑をお掛けいたしまして申し
訳ありませんでした。
　このような事態を受け、選手の欠席、変更等もありましたが、県下のそろばん教室より２
年生以下の部44名。３年生の部54名。計98名の参加がありました。
　参加した選手はかけ算、わり算、見取算、見取暗算の順に、満点賞を目指し一生懸命に競
技に挑みました。またフラッシュ暗算にも挑戦し、ハイレベルな問題を正解する選手もいて
会場内からもどよめきにも似た歓声がおくられ、大会がとても盛り上がりました。
　競技が終了し、お待ちかねのお楽しみビンゴゲームではこの大会ならではのとても賑やか
に、そして楽しい時間となりました。景品をもらった選手たちは競技中とは違ってとびきり
の笑顔ですごくうれしそうにしていました。
　そして、表彰式では満点賞、金賞、銀賞、銅賞と表彰され、賞状とメダルが全員に渡され
選手たちが笑顔で胸を張って賞を受けている姿を見ると、大会を開催してよかった。児童を
参加させてよかった。と改めて感激いたしました。
　さて、この大会はそろばん学習者の低年齢化にともない競技人口の拡大、また、将来の岡
山県大会、中国五県大会、全日本大会への参加選手養成の意味も含め開催されております。
　会員の先生方に於かれましては、大会開催にあたり、急な延期開催にも関わりませず、児
童達への大会参加推進、また大会準備、運営に多大なるご理解、ご協力を頂きました事に改
めてお礼申し上げます。大変有難うございました。
　この大会は、そろばん学習をして
いる児童達にとって検定以外での目
標が出来、そして大会でよい成績を
残そうと練習にも意欲が増し、いろ
いろな面で効果が得られると確信し
ております。引き続きこの岡山県ち
びっ子そろばん大会に先生方のご理
解とご協力を頂きます様、重ねてお
願い申し上げます。

金
賞
は
次
の
と
お
り
で
す

★
二
年
生
以
下
の
部　

九
名

伊
藤　

颯
真
【
満
点
】

仲
原　
　

輝
【
満
点
】

塩
見　

香
音
【
満
点
】

小
野
亜
衣
莉
【
満
点
】

川
本　

絵
恋

大
塚　

一
輝

藤
原　

泰
輝

佐
野　

滉
太

藤
原　

芽
生

★
三
年
生
の
部　

十
四
名

宮
原　

鴻
志
【
満
点
】

辻　

莉
々
子
【
満
点
】

大
元　

悠
愛
【
満
点
】

田
中　

愛
結
【
満
点
】

藤
井　

宏
夢
【
満
点
】

伊
藤　

綾
香

茨
木　

彩
心

藤
枝　

美
咲

田
中　

佐
奈

仲
岡　

優
大

内
田　

翔
大

正
木　
　

紗

木
下　

実
樹

吉
田　

和
奏

広報部だより
●平成27年度広告及びテレビコマーシャル
　（期間；平成27年１月～３月）

　◇山陽新聞　朝刊及び雑報　ウィークリー
　　（全県面題字下・地方経済面題字下・全県面記事中広告）

　◇山陽放送15秒スポット
　　テレビコマーシャル
　　（RSKイブニングニュース　17時～18時～）
　　　　１月（7日・９日・13日・16日・19日・22日・26日・29日）
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第
十
四
回
毎
日
パ
ソ
コ
ン
入
力

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
が
十
二
月

七
日
（
日
）
に
東
京
都
渋
谷
区
文

化
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

「
計
算
部
門
」
で
昨
年
に
続
い
て

二
回
目
の
参
加
権
を
得
て
出
場
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
日
新
聞
社
、
日

本
パ
ソ
コ
ン
能
力
検
定
委
員
会
が

主
催
し
文
部
科
学
省
は
じ
め
四
十

七
都
道
府
県
、
教
育
委
員
会
等
が

後
援
し
、
特
に
「
計
算
」
と
「
フ

ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
」
の
二
つ
の
部
門

で
は
全
国
珠
算
教
育
連
盟
が
共
催

し
て
い
る
大
会
で
す
。

　

約
七
万
人
の
参
加
者
の
中
か
ら

十
七
部
門
で
約
十
名
（
約
〇
・

二
％
）に
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
。

こ
の
大
会
に
昨
年
に
続
き
今
年
も

出
場
権
を
得
た
伊
藤
さ
ん
は
岡
山

県
立
大
安
寺
中
等
教
育
学
校
へ
こ

の
春
入
学
し
、
部
活
・
テ
ス
ト
・

宿
題
に
追
わ
れ
パ
ソ
コ
ン
に
向
か

う
時
間
も
少
な
く
練
習
不
足
で
の

出
場
で
し
た
。

　

会
場
で
は
壇
上
に
パ
ソ
コ
ン
が

並
べ
ら
れ
、
付
き
添
い
や
見
学
者

に
公
開
し
な
が
ら
出
場
者
は
速
さ

と
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。
本
人

は
「
多
少
緊
張
し
た
け
ど
と
て
も

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
、

も
し
可
能
な
ら
東
京
の
大
会
に
ま

た
出
場
し
て
全
国
入
賞
し
た
い
。」

と
抱
負
を
述
べ
て
い
る
。

地
区
だ
よ
り

※
今
回
の
本
人
の
成
績
は

　
　

 

全
国
第
十
二
位

　
　

 

タ
イ
ム
、
一
分
四
十
五
秒

　
　

全
珠
連
賞（
賞
状
と
メ
ダ
ル
）

　
　
　

 （
昨
年
は
第
七
位

　
　
　

タ
イ
ム
、
一
分
二
〇
秒
）

　
　
　

 （
本
人
の
最
高
記
録
は

　
　
　

タ
イ
ム
、
一
分
一
七
秒
）

※ 

「
計
算
部
門
」
の
内
容
は
、

　

四
則
計
算
（
混
合
）
一
〇
〇
題

　

制
限
時
間
五
分

備
南
地
区
珠
算
競
技
大
会
開
催

　

平
成
二
十
六
年
十
二
月
七
日

（
日
）
に
箕
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
年
は
二
年
生
以
下
の
部
か
ら

中
学
生
の
部
ま
で
九
十
名
が
参
加

し
て
個
人
総
合
競
技
・
読
上
算
競

技
・
読
上
暗
算
競
技
の
三
種
目
に

一
生
懸
命
挑
み
ま
し
た
。

平
素
の
練
習
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
送
っ
て
く
る
問

題
を
計
算
。

解
答
は
パ
ソ
コ
ン
へ
入
力

す
る
。
成
績
の
管
理
は
毎

パ
ソ
ホ
ー
ム
。

　
　
　
　

平
口　

敦
詞
（
吉
備
）

準
四
段　

藤
原
彩
友
美
（
吉
備
）

　
　
　
　

大
本　

哲
平
（
岡
山
）

　
　
　
　

武
並　

晴
香
（
高
梁
）

　
　
　
　

丹
生　

敬
友
（
岡
山
）

　
　
　
　

樋
口　

愛
梨
（
岡
山
）

　

参
段　

森
岡　

夏
稀
（
美
咲
）

　
　
　
　

三
宅　

那
実
（
高
梁
）

　
　
　
　

笹
田　

真
衣
（
高
梁
）

　
　
　
　

小
林　

花
菜
（
吉
備
）

準
参
段　

大
橋
遼
太
郎
（
岡
山
）

　
　
　
　

渡
邉　

桂
史
（
賀
陽
）

　
　
　
　

影
山　

喜
音
（
岡
山
）

　
　
　
　

植
野　

旭
陽
（
岡
山
）

　
　
　
　

松
島　

沙
樹
（
美
咲
）

第
三
六
四
回
（
暗
算
）

　

七
段　

臼
杵　

孝
裕
（
岡
山
）

　
　
　
　

大
井
な
つ
み
（
東
備
）

　

五
段　

臼
杵　

祥
吾
（
矢
掛
）

　

四
段　

藤
井　

美
有
（
岡
山
）

　
　
　
　

花
川　

美
幸
（
矢
掛
）

　
　
　
　

益
田　

朱
莉
（
美
作
）

　
　
　
　

橋
目　

咲
季
（
東
備
）

　
　
　
　

藤
元　

羽
子
（
岡
山
）

　

参
段　

入
鹿　

裕
介
（
備
南
）

準
参
段　

和
田
明
日
香
（
岡
山
）

　
　
　
　

富
田　

七
海
（
備
南
）

　
　
　
　

有
木　

和
也
（
邑
久
）

「
毎
パ
ソ
」
全
国
大
会
に

二
年
連
続
出
場
！！


